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概 要 

PC上で動作する仮想マシンモニタ Xen(*1)には Live Migrationと呼ばれる機能が実装されている。この機能を利用 

することで、ある PC 上の仮想マシンモニタ上で動作している OSを、ネットワークコネクションを保ったまま物理的に別 

の PC 上に移動が可能になる。 

提案する実験では、JGNⅡを介して、ネットワークコネクションを維持したまま地理的に離れた位置へサーバを移動 

させる、OS 単位での Migration について実験を行い、必要な要素技術について検討を行う。 

*1: “The Xen virtual machine monitor” http://sourceforge.net/projects/xen/ 

特 長 

仮想マシンを動作したまま移動させるためには、仮想マシンが使用しているメモリ容量に加え、iSCSI などのストレ 

ージサービスをネットワーク越しに提供する必要があり、低遅延・広帯域なネットワークが不可欠である。このため、コ 

ネクションを維持したままの Migration には 数 Gbps の帯域が必要となる。よって、このような広帯域回線でなければ 

実験自体を行いにくく、JGNⅡを利用しての実験が不可欠である。 

広域ネットワークにおける Migration に必要な要素技術として、広帯域ネットワークにおける IP Mobility など周辺 

の技術への波及効果が期待できる。広域な動的 Migration が可能になることで、ユーティリティコンピューティングや 

グリッドなどの動的な負荷分散や、災害対策に至る広い範囲での応用が考えられる。 

現在、広域ネットワークを介した Migration についての研究は知られておらず、提案する実験により得られた問題 

点や改良点について広く公表すると共に、Xen Project に対してもフィードバックを行いたいと考えている。

http://sourceforge.net/projects/xen/

